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〈Sommario〉
  Prendendo spunto dalla questione della scelta tra il pronome LO (lo, la, li, l’, li, le) e il 
clitico “ne” per il sintagma nominale con l’articolo partitivo (del, della, dell’, degli, delle), in 
questo articolo cerco di chiarire alcuni punti sull’uso e sul signiﬁcato del clitico “ne”. Si 
possono distinguere due tipi di “ne”: il ne concettuale, che corrisponde a un nome senza 
articolo e ne esprime solo il concetto, e il ne partitivo, che corrisponde a un sintagma prepo-
sizionale [di SN]. La scelta tra LO/ne non dipende dall’antecedente ma dal contenuto del 
pronome stesso che si vuole esprimere. Gli articoli partitivi, derivati dal sintagma preposizio-
nale che esprime il senso di “parte-tutto”, indicano l’indeterminatezza del sintagma nominale e 
si alternano con l’articolo zero. Il “ne” concettuale si costituisce anaforicamente come il topic e 
mette il focus sul quantiﬁcatore. Nella frase presentazionale il “ne” può rappresentare non solo 
l’oggetto del verbo transitivo e il soggetto del verbo inaccusativo, ma anche il soggetto del 
verbo inergativo e addirittura il soggetto del verbo transitivo.
は　じ　め　に
　本稿の目的は，イタリア語の直接目的語代名詞 ne/LO（lo, la, l’, li, le）の選択と部分冠詞 DEL


















格動詞でなくても主語に対する ne が可能であるとする Mackenzie の指摘を踏まえ，部分冠詞の




　イタリア語の接辞 ne には複数の用法がある。本稿では，代名詞 ne が直接目的語代名詞とし
て機能する場合に注目する。
　Patota（2000: 200）は，ne の「部分的な価値」として次の例を挙げている（1）。
  （1） “Vuoi del pane?” “Sì, ne voglio” （ne=del pane）
   　「パンを欲しい？」「はい，それを欲しい」
　（1）では，「部分冠詞＋名詞」del pane が ne の先行詞であるように見える。同様の文例は他
にも挙げることができる。
  （2） a. Hai comprato del latte? - Sì, ne ho comprato. （Salvi e Vanelli. 2004: 204）
   　「君は牛乳を買った？」「うん，買った」
    b. Vuoi del vino? No, non ne voglio. （長神 2003: 96）
   　「君はワインを欲しい？」「いいえ，欲しくありません」
　前方照応ではないが，ne が「部分冠詞＋名詞」を表現するという説明も見られる。
  （3） Ho comprato del pane / Ne ho comprato. （Ferrari 2016: 80）
   　「私はパンを買った」
　しかし実際には，部分冠詞名詞句である先行詞に対して，直接目的語代名詞 LO が照応する例
が見つかる。
  （4）  a. Il Tedesco sedé sulla sedia del padrone; gli dettero dell’acqua e la rifiutò. “Fosse vino!” 
disse. （Pratolini, Metello, 322） （Korzen 1996: 409）
   　 テデスコは主人の椅子に座った。彼らは水をやったが，それを断った。「ワインならい
いのに！」と言った。
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    b. Una volta un ortolano piantò delle carote. Le coltivò a dovere, ［…］.（Rodari, 2010: 103）
   　「昔，野菜作りが人参を植えた。彼はその人参をしっかりと育てた［…］」











 questo / il / un libro; quel / il / del vino;
 due libri; molto vino; un po’ di sale





  （5） a. Treno, *ne/?? l’ho cambiato a Firenze.
   　「列車を，私はフィレンツェで乗り換えた」
    b. Porta, *ne/?? l’ho sbagliata anch’io.
   　「入り口を，私も間違えた」
  （6） a. Vino ne ho bevuto （tanto） ［直接目的語］
   　「ワインを，私は（たくさん）飲んだ」
    b. Gente ne stava venendo. ［主語］
   　「人は，やって来ていた」
    c. Libri anche Luca ne scrive. ［直接目的語］
   　「本を，Luca も書いている」
    d. Automobili ne vendo pure io. ［直接目的語］
   　「自動車を，私も売っている」
    e. Ragazzini qui ne vengono （pochi）. ［主語］
   　「小さな子は，ここには（ほとんど）来ない」
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　無冠詞の場合，可算名詞単数では分離は不可能である（5a），（5b）が，不可算名詞と可算名
詞複数形では ne が対応する（6）。ne が用いられる場合，量詞を付け加えることが可能であり，
量を暗示することがある（6a），（6e）。Korzen は，このような概念を表す ne を，「概念の ne」
と呼ぶ。
　他動詞目的語だけでなく，非対格動詞主語も左方分離の対象になる。（6b）の Gente,（6e）の




  （7）a. Il libro, lo cambio domani.
   　「その本は私は明日交換する」
    b. Queste riviste, le compra nonno.
   　「これらの雑誌はおじいさんが買う」
    c. Una macchina, l’abbiamo comprata.
   　「車一台を私たちは買った」
    d. Tre libri, li aveva scritti in una settimana.




代名詞は ne ではなく LO であると指摘する。
  （8） a. Delle poesie, le/*ne ha scritte anche Piva.
   　「詩を Piva も書いた」
    b. Dei mobili, li/*ne abbiamo comprati perﬁno dallo straccivendolo.
   　「家具を我々は古道具屋さえからも買った」
    c. Del latte, lo/*ne berrei volentieri.
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  （9） Luca ha bevuto vino ieri sera. Anch’io ne ho bevuto. ［概念］
   　「Luca は昨日ワインを飲んだ。私もそれを飲んだ」
　（10） Luca ha comprato del vino per stasera. L’ha messo in cucina. ［実体］ （L’=il vino）
   　「Luca は，今晩のためにワインを買った。それをキッチンに置いた」
　（11） Luca mi ha portato una rivista. La leggerò domani. ［実体］ （La=la rivista）
   　「Luca は私に雑誌を持ってきた。私は明日それを読もう」（Korzen 1996: 123）




　一方，（10）における部分冠詞名詞句 del vino と代名詞 L’ は，「ある量の物質」としてのワイ
ンを表現している。先行詞と代名詞が同じ実体を指している。（11）の不定冠詞名詞句 una 
rivista と代名詞 La が「ある雑誌」という実体を表現しているのと同じであり，いずれも「不












　（12） a. Anna mi ha dato del vino. Lo porterò a Roma.
   　「Anna は私にワインをくれた。私はそれをローマに持っていこう」
    b. Anna mi ha dato del vino. Lei lo beve sempre il sabato sera.
   　「Anna は私にワインをくれた。彼女はいつも土曜の晩それを飲む」
    c. Anna mi ha dato del vino. Ne darà （un po’） anche a te.
   　「Anna は私にワインをくれた。君にもそれを（少し）くれるだろう」
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　（12）において，先行詞 del vino は「量 X を持つ」実体である。X は不明だが，una bottiglia 















　（13） a. Il vino che ho comprato ieri non era molto buono.
   　「昨日私が買ったワインはあまりおいしくなかった」
    b. Il vino fa bene alla salute.
   　「ワインは健康に良い」
　Korzen （1996: 416）は，先行詞が指示参照を持たない場合でも ne/LO による照応が可能であ
ることを示す。
　（14） a. Vorrei comprare del vino. Lo porterei a Roma.
   　 「私はワインを買いたい。できればそのワインをローマに持っていこう」
照応代名詞
個体的（ある量の物質）




Ne darà (un po’) anche a te.
範疇的（範疇）
Lei lo beve sempre il sabato sera.
実体的 : lo
Anna mi ha dato del vino
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    b. Vorrei comprare del vino. Lo beviamo sempre il sabato sera.
   　「私はワインを買いたい。私たちはいつも土曜の晩ワインを飲む」
    c. Vorrei comprare del vino. Ne beviamo（molto）in questo periodo.
   　「私はワインを買いたい。この時期，私たちは（たくさん）ワインを飲む」
　（14）における先行詞 del vino は，（12）の del vino と同じように「不定」indeterminato であ
る。さらにここでは，話者にとっても話し手にとっても決定されていない「不特定」non-specif-
ico であり，現実世界のなかに指示参照を持っていない。しかし続くテキストのなかで LO に
よって実体（個体または範疇）を表現するか，ne によってその「概念」を参照するかを選択す
ることができる。





 Hai del pane? Sì, ne ho. （cit. Bach/Schmitt Jansen 1990: 372-373, “ne=del pane” と補足）
　「パンを持っている？」「はい，持っている」
 Avete della carta da scrivere? Sì, ne abbiamo. No, Non ne abbiamo.
　「君たちは書く紙を持っている？」「はい，持っている」「いいえ，持っていない」













Ne beviamo (molto) in questo 
periodo.
範疇的（範疇）
Lo beviamo sempre il sabato sera.
実体的 : lo
Vorrei comprare del vino.
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　（15） a. Io ho fede. Cerca averne anche tu. （dal ﬁlm “La piovra 3”） （Korzen 1996: 209）
   　「私は信仰がある。お前もそれを持つように心がけるがいい」
    b.  Non riuscivo a trovare un lavoro, ma sapevo che lui nei miei panni ne avrebbe trovato. 
（Pavese, Compagno 89） （Korzen 1996: 317 から）
   　 「私は仕事が見つけられずにいたが，もし彼が私だったらそれを見つけるだろうと分
かっていた」
    c.  Non ho nulla di mio, eccetto il nome: Paolo. Il cognome già non è più tutto mio, è di 
babbo e di fratelli; mamma ne ha un altro. （Jarre, Principessa 4）, （Korzen 1996: 679）












分表現」に相当する ne があり，Korzen は「部分の ne」と呼んでいる。この「部分表現」は
［di ＋限定詞付名詞句］の形をしている。最初に「名詞＋ di ＋名詞」が「全体に対する部分」の
関係を表す（16）の表現から考える。
　（16） a. Voglio un po’ del vino.
   　「私はそのワインを少し欲しい」
    b. Ho mangiato una fetta / la metà di quella torta ieri.
   　「私は昨日そのケーキを一切れ／半分食べた」
    c. Mangerei volentieri la metà di una pizza.
   　「私は喜んでピッツァの半分を食べたい」
    d. Maria ha mangiato alcune delle mele che abbiamo comprato.
   　「Maria は，私たちが買ったリンゴのいくつかを食べた」





　（17） a. Voglio del vino.
   　「私はそのワインを少し欲しい」
    b. Ho mangiato di quella torta ieri.
   　「私は昨日そのケーキをいくらか食べた」
    c. Mangerei volentieri di una pizza.
   　「私は喜んでピッツァを少し食べたい」
    d. Maria ha mangiato delle mele che abbiamo comprato.
   　「Maria は，私たちが買ったリンゴをある程度食べた」
　前置詞句［di ＋限定詞付名詞句］において限定詞が定冠詞である場合，del vino, delle mele の
ように部分冠詞と同じ語形となるが，前置詞句であるため，左方分離すると ne によって照応さ
れる。これが「部分の ne」である（18）。
　（18） a. Del vino, ne voglio （un po’）.
   　「そのワインを，私は（少し）欲しい」
    b. Di quella torta, ne ho mangiata （una fetta / la metà） ieri.
   　「そのケーキを，私は昨日（一切れ／半分）食べた」
    c. Di una pizza, ne mangerei volentieri （la metà）.
   　「ピッツァを，私は喜んで（半分）食べたい」
    d. Delle mele che abbiamo comprato, Maria ne ha mangiate （alcune）.
   　「私たちが買ったリンゴを，Maria はいくつかを食べた」
　（19a）の del vino は，「いくらかのワイン」を意味する部分冠詞名詞としても，「目の前にあ
るそのワインの一部」を指す部分表現としても解釈可能である。右方分離をした場合に，ne/LO
の選択が関係する。部分表現である前置詞句 “di ＋ il vino” としての解釈であれば「部分の ne」
が用いられ（19b），部分冠詞名詞句と解釈されれば lo が選択される（19c）。
　（19） a. Vuoi del vino?
   　「ワインをいかがですか？」
    b. Ne vuoi ancora （un po’） del vino?
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   　「その / このワインを少しいかがですか？」
    c. Lo vuoi ancora del vino?
   　「ワインをもっといかがですか？」
　Beninca（1988: 58-59）は左方分離構文において，部分冠詞名詞句 delle poesie の解釈であれ
ば代名詞が le であるのに対して（20a），部分表現 delle poesie（di ＋ le poesie）であれば ne が
対応し，量詞（alcune）が可能だとする例を示している（20b）。
　（20） a. Delle poesie, le/*ne ha scritte anche Piva.
   　「いくつかの詩を Piva も書いた」（8a）を再掲
    b. Delle poesie, ne ha scritto （alcune） Piva.
   　「それらの詩（の何作か）を Piva は書いた」
　照応関係においては，「部分の ne」も「概念の ne」と同様，先行詞の性質に左右されるもの
ではない。したがって Korzen（1996: 436）が示している（21a, 21b）において，ne は，前置詞
句 del vino（=di quel vino）, delle mele（=di quelle mele）の代用として，先行詞に照応している。
　（21） a. Ho comprato del vino. Ne vuoi （un bicchiere） ?［ne → di quel vino］
    「私はワインを買った。それを（コップ一杯）欲しい？」
    b. Ho comprato delle mele. Ne vuoi （un paio） ?［ne → di quelle mele］
   　「私はリンゴを買った。それを（ふたつ）欲しい？」
　「概念の ne」と「部分の ne」は，Mariotti & Nissim（2014）のタイプ／トークンの区別に比
較できる。
　（22） a. Ho comprato quindici paste, e ne avrei prese ancora! （タイプ）
   　「私は 15 個のケーキを買った。できればもっと買っただろうに！」
    b. Ho comprato quindici paste, ne ho mangiate cinque. （トークン）
   　「私は 15 個のケーキを買った。そのうち 5 個を食べた」
　Mariotti&Nissim は，（22b）では ne の先行詞は名詞句 ”quindici paste” 全体であり，述部はそ













数詞 UNUM から引き継がれたものだ。部分冠詞の場合，前置詞句「di 名詞句」から冠詞へとカ
テゴリー転換が起きた。この部分冠詞 DEL, DEI は，イタリア語とフランス語にはあるが，ポル
トガル語には存在しない。




　（23） a. mangio del pane< de illo pane ‘di quel pane’
   　「私はそのパン（の一部）を食べる」
    b. prendo della paglia< de illa palea ‘di quella paglia’
   　「わたしはその藁（の一部）をとる」
　«Novellino» 23 話で，皇帝が，ワインを持っている男に対してそのワインを要求する場面で，
皇帝に男はこう返答する。
　（24） se tu ai corno, del vino ti do io volentieri.
   　「もし角杯をお持ちでしたら，喜んでこのワインを少し差し上げましょう」








　（25） a. Chiunque beve di quest’acqua avrà sete di nuovo.
   　「この水を飲む者はだれでも，またかわくだろう」「ヨハネ 4:13」
    b. chi mangia di questo pane vivrà in eterno.




　（26）  Quando fui desto innanzi la dimane, / pianger senti’ fra ‘l sonno i miei ﬁgliuoli / ch’eran 
con meco, e dimandar del pane.


































　Carlier（2007: 33）は，動きの起点を示すラテン語の前置詞 de から，現代フランス語の部分
冠詞まで，五つの段階を示している。イタリア語でも同じような過程で変化したと仮定すれば，
以下のような段階に示せるだろう。




性を示す。前置詞 a と並んで動詞項を導くようになる。イタリア語では，parlare di「～につい
て語る」のような表現に相当する。
　Ⅲ．前置詞としての意味合いがさらに弱まって，直接目的語の位置で使われるようになるが，













　3 では，これまでの説明から外れるように見える ne について検討する。（27）では部分冠詞名
詞句の主語 del tempo が左方分離されて ne が対応している。Lucio Dalla の 1978 年のカンツォー
ネ『L’anno che verrà』には以下の表現がある。
　（27） a. E a quelli che hanno niente da dire del tempo ne rimane.（Dalla 1978）





　（28） a. La gente,［Ø］stava già venendo /［Ø］Stava già venendo, la gente.
   　「人はすでに来つつあった」
    b.［Ø］Vengono stasera, gli amici
   　「今晩，友人が来る」
    c.  Dei ragazzini, un giorno［Ø］commisero un furto in un negozio, il giorno dopo una 
rapina in banca.
   　「少年たちが，ある日，銀行強盗の翌日に商店で盗みを働いた」
　これに反して，（27）ではゼロ主語代名詞［Ø］ではなく ne が使われている。
　これに似た用例として，Beninca（in Renzi 1998: 167-168）と Korzen は，それぞれ例文（29a），
（29b）を指摘する。
　（29） a. Dei tappeti persiani, ne comprerei . . .
   　「ペルシャじゅうたんを買いたい」
    b.  “Ne sono successe delle cose”. le dissi all’orecchio passando.（Pavese, Compagno, in 
Korzen 1996: 414）
   　「『いろんなことが起きた』私は通り過ぎながら彼女の耳元でささやいた」
　Beninca は，この場合，中断されたイントネーションによって量詞 molti が暗示されていると
考える。Korzen も，ne を使った構文では量詞が解釈可能であるという。
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　したがって分離された要素と代名詞は必ずしも一致しないと認めるならば，（27）は，（29b）
と同じように考えることができるであろう。
　このように，代名詞 ne/LO の違いのひとつとして，代名詞 LO を用いた場合量詞（tutto, tutti 
を除く）は不可能であり，ne の場合は量詞が可能であることが指摘できる。
　（30） a. Del vino, l’ho bevuto tutto/*molto/*un po’.
   　「ワインを全部／たくさん／少し飲んだ」（部分冠詞名詞句 del vino）
    b. （Di） vino, ne ho bevuto （molto/un po’）.
   　「ワインを，私は（たくさん／少し）飲んだ」：「概念の ne」
    c. Del vino, ne ho bevuto （molto/un po’）.








は Kozen の言う「概念の ne」に相当する。
　（31） a.（*Ne） sono arrivati MOLTI STUDENTI.
   　「たくさんの学生たちが到着した」
    b. *（Ne） son arrivati, MOLTI, studenti.
   　「（学生たちは）たくさん到着した」（Bentley 2006: 255）
　（31a）では，量化名詞句全体にフォーカスが置かれているため，ne は不適当である。量詞
molti にフォーカスが置かれた（31b）では ne が成立すると Bentley は主張する。
　フォーカスには，量詞のような項に置かれる「狭いフォーカス」だけでなく，述部に置かれる
「述部フォーカス」，文全体に置かれる「文フォーカス」がある。
　（32） a. CHE FANNO molti studenti?*? Ne arrivano MOLTI.
   　「多くの学生たちは何をするの？」「たくさん到着する」
    b. QUANTI ne arrivano? Ne arrivano MOLTI.
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   　「何人が到着するの？」「たくさん到着する」
    c. NE ARRIVANO MOLTI, STUDENTI, IN QUEST’AULA!










　（33） a. Il prof, ne ha bocciati, studenti!
   　「先生は，学生をたくさん落第させた！」
    b. Libri, Lucia ne legge.






　（34） a. Studenti, ne sono stati bocciati!
   　「学生たちは，たくさん落とされた！」
    b. Libri, ne vengono letti da Lucia.
   　「本は，いくらか Lucia によって読まれる」





24 イタリア語の部分冠詞と接辞 ne について
ると解釈できる。その場合の量詞は，イントネーションや文脈の情報によって推測されることに
なるだろう。
　（35） a. Vino, ne ho bevuto （tanto） ［直接目的語］
   　「ワインは，私は（たくさん）飲んだ」
    b. Gente, ne stava venendo. ［主語］
   　「人は，やって来ていた」




　ここまで取り上げた ne は，他動詞の目的語か非対格動詞（助動詞 essere を選択する動詞）の
後置主語に対するものであった。ここで ne が主語代名詞のように見える例を挙げる。
　（36） a. - Scusi, giovanotto! Sa dove posso trovare un tassi qui intorno?
     - Ne passano ogni minuto. （da teleﬁlm “La signora in giallo”） （Korzen 1996: 317）
   　「すみません，この近くのどこでタクシーが見つかりますか？」「一分ごとに通ります」
    b.  Era una mandria come ne attraversano nottetempo la città, al principio dell’estate, 
andando verso le montagne per l’alpeggio. （Calvino, Marcovaldo, 1991: 1110）
   　 「夏の初め，家畜の群れが山の牧場に行くため夜の間に町を横切っていくのだが，そう
した群れのひとつだった」
　Korzen は，（36a）の ne は，複数形での tassi「概念」つまり，可算の個体のクラスとしてと
らえられた範疇を表現し，その結果，動詞が複数形になっていると説明する。（35b）で見たよ
うに，非対格動詞の主語が他動詞の目的語と共通する性質をもち，無冠詞主語であれば左方分離
によって ne によって照応されることから，（36a）の ne は無冠詞主語に相当すると考えられる。
（37） （Tassi）, ne passano ogni minuto.
   「（タクシーは）一分ごとに通ります」
　この場合，非対格動詞主語として ne が機能していると言える。





とされ，補助動詞に avere をとる自動詞（非能格動詞）では不可能とされる。Salvi e Vanelli
（2004）は，非対格文の説明として以下の例を出している（38）。非対格動詞 arrivare の主語では
可能だが，非能格動詞 passeggiare では ne は不可能である。
　（38） a. Sono arrivati molti attori.
   　「たくさんの俳優が到着した」
    b. Qui hanno passeggiato molti attori.
   　「ここでたくさんの俳優が散歩した」
　（39） a. Ne sono arrivati molti.
   　「大勢が到着した」
    b. *Qui ne hanno passeggiato molti.
   　「ここで大勢が散歩した」




　（40） a. Ne telefonano, tifosi, la domenica!
   　「日曜，サッカーファンが電話する！」
    b. Ne cammina tanta, gente, su quel marciapiedi.





　（41） a. Supporters, there are many who （/and they） phone on Sunday!
   　「日曜電話するサッカーファンがたくさんいる！」
    b. People, there are many who （/and they） walk on those pavements.
   　「その歩道を歩く人がたくさんいる」





　（42） Al CNR lavorano 7.5000 persone, mentre al CNRS ne lavorano 26.000. （Mackenzie 2006: 58）
   　「CNR では 75000 人が，CNRS では 26000 人が働いている」
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